
Color Science Association of Japan

NII-Electronic Library Service

Color 　 Scler ユce 　 Assoclatlon 　 of 　 Japan

傾斜配置の縞模様図形における同時色同化 ・ 対比におよぼす

縞の幅の効果

Effects　of　Width・variatgon 　in　Angied　Stripe−pattems　on 　Simuttane◎ us 　Hue

Assimiiation　and 　Con 匙rast

後藤　倬男　　愛知県立芸術大学音楽学部 Takuo 　 Goto

L．，Z：：LLLIL．：LZIII］ZI：−LL−ZIIL！L

　　　　　　　　　 問題

　われわれは、これ まで 、 「コ フ カ リ ン グ （Kof−

fka，1935＞様パ ターン 」 を用いて 、 「検査領域

（TF）の形態が同時対比現象に及ぼす効果」 に関

する組織的な検討 を続けて きた 。 そこでは、
“

接

合部比の 増加
”

に よる対比量の減少傾向に、
“
分

割線 ・輪郭線の付加
”

によ っ て変化が生 じて お り、

両刺激条件の有効な効果が認め られた （色学誌，

1992，1993， 1994a，1995）。また、観察者の 構え

を操作 して、TFを
“

＋ 体的
”
あるいは

“
二肢的

”

に把捉 させ ると、二 肢的な把捉の場合に、より大

きな対比量を示す ことが確かめ られた （日色誌

1994b； 後藤他 ， 1995）。

　 ところで、コ フ カ リン グ様パ タ
ー

ンと類似 した

「縞パ ターン 」 （図 1参照）で は、形態操作の
一

つ と考えられる 「縞の幅の 変化 」 に よっ て 、
“
対

比
”

と
“
同化

”

が連読的に生 じるこ とが報告され

て い る 〈Helson， 1963）。 しか し、これまで の研

究が主として 「明るさ」 に つ い て行われてきてい

るの で 、本報告で は、 「色 （色相 ） 」 につ いて、

別の視点を加えながら分析を進め るこ ととした 。

すなわち、 「図 1の よ うな
“

斜め縞の 幅の変化
”

に伴 っ て、同化 ・対比量 （色錯視量 ）が どの よう

に変化するか 」 を調べ 、 「両現象の機構 」 と 「観

察者 （被験者）の 構え」 に つ い て検討 してみ る。

　　　　　　　　　　方法

被靂耋 ：成人4名 （男性2名、女性2名｝。

装置 ： YDK 　CG シ ス テム （こ れまでの 報告 と

同様である＞b

翹激 ： 刺激図形 としては、図 1 に示 されて い る よ

うな 「斜め縞並置パ ターン 」 を使用した e 誘導領

域 （IF）は、左
一
赤

・
右

一
緑 と、その 逆の 2種類に

変化し、灰色の狸 との幅の 比率 （IF畑 ）を1／19，

1／9，1／3，1／1， 3／1の 5条件に設定 した 。 各刺激領

域の色度値お よび輝度は、これまで の報告と同様

である 。

懲 ： 5分間の暗順応の後、モ ニ ター画面に順応

した被験者は、114c皿の 距離に呈示 される刺激図形

を両眼で 自由に観察 し、下方の 比較領域 （  ；図

1参照 ）の 見えの 色合い がffの 見えの 色合い と一

致するように調整を行 っ た （実験者調整法）。 実

験者は、CG シス テムの 「赤の 成分 」 を調整し、

各図形にっ い て調整値を記録 した 。 今回は 、2種類

の IF （赤 ・緑 〉に挟まれた左右の TF （灰色の縞 ）

に対 して測定を行い 、合計24試行 （縞の 幅の比5
× IFの 左右の 色の 違い 2 × IF条件 2 十 IFが赤お

よび緑の み の 統制図形2 × IF条件 2）をラン ダム

な順序で 実施 した e 被験者は、この 24試行を1セ ッ

シ ョ ン として 、1回の練習セ ッ シ ョ ンの後、4セ ッ

シ ョ ンの繰 り返 し観察を行 っ た 。

豊 処理 ： 同
一

図形での 、左右の TFに対する赤

成分の調整値の 差 を 「色錯視量 （
一

： 同化 ； ＋ ： 対

比） 」 とし、統麟図形の 色錯視量 く対比量 ；緑の

IFの場合の調整値く 左右の 平均〉
一

赤の IFの 場

合の 調整値く左右の 平均〉 ）との相対値で示 した。

　TF 靉 IF （，ed 驪 9 ・een ［翹）
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図 1　 寞 験 で 用 い ら れ た 刺 激 布 置

（TF ： 検 査 領 域 〈灰 〉 ； IF ： 誘 導 領 域 〈赤
一左 ，緑 一右 〉 ； GF ： 比 較 領 域 く赤 の 成

分 が 変 化 〉 ； BG ； 背 景 〈灰 〉 ； IF とTF の

幄 の 比 ： ifl ； 図 中の 数 字 は 視 角ぐ 〉を

表 し て い る）
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図 21F とTFの 幅の 比 の増大に伴う色錯視量の 変化

　　（上 下の 棒は，それぞれ 標準偏差 を示す ）

　　　　　　　　　　繕果

　図 2には、IFの［1［Fに対する縞の 幅の比の増大に

伴 う色錯視量の変化が示され てい る。まず、実験

条件に よっ て色錯視量に違 い があるか どうかを確

かめ るために、色錯視量を従属変数とし、縞の 幅

の 比 （5）× 繰 り返 し 〈4）の分散分析を行 っ た ．

その結果、縞の 幅の 比の主効果 （F“ ，t2 ＞
＝ 19．13，

p ＜．001＞の み に、有意な差異が認め ちれた 。

　さて、斜め 縞の 幅の 比に つ いて 主効果が見出さ

れ たの で 、どの 図形 （縞の幅の比 ）の間に差異が

あるの かを調べ てみ た （T“key法）。それ によれば、

3／1とその 他の すべ て の 幅の比、それに、1／1と1／
19および 1／9との問に、それぞれ有意な色錯視量の

差異が得 られた （pく．05）。

　　　　　　　　　　螺

　上記の よ うな結果か ら、本研究で操作 した 「斜

め 縞の 幅の 比 」 の 効果に関して 、以下の よ うな傾

向が認め ちれ る．

　 まず、図 2 か らは、IFの TFに対する幅の比が大

きくなるに したが っ て色錯視量 （対比變 ）が増大

してい るこ とが確かめ ちれ る。しか し、先行研究

（Helson，1963； Leeuwenberg， 1982）とは異なり、

本報告の結果には、同化が明瞭には生 じてい なか

っ た 。 筆者は 、

「同化を対比と同じ機構に もとつ

く
“

棺互作用
”

（Rels。n ， 1963）と見なせば、よ

り広い XEFによる、より狭い IFへ の 同化的作用は、

両領域の
“

力鬨係
”

か ら予測 しに くいので はない

か 」 と考えて きた 。
Leeuwenberg 〈1982）が明かな

同化を報告 して い る幅の 比 く1／3）にお い て も、本

実験では、すべ て の 被験者に同化が認め られなか

っ た。これは、 「同化と鱈比の機構としての連続

性」 に対する
一

つ の 反証ともな り得るもので ある 。

すなわち、両現象は 、後者が botto皿一up 的な
“
生理

的機構
”

と して 、 前者がt。p
−dOWRtsな

“

認知的機

構
”

として 、それぞれ質的に異なる主要な背景 を

もっ て生じてい るの ではない か と考えちれ る。

　さらに、本報告で は、無作為標本として選ばれ

た 4名の被験者に おい て 、色錯視量の 変化の傾向に

特徴的な違 い が見 出されたの で、
一

っ の 試み とし

て、各被験者の傾向を調べ て みた 。 それによれば、

図 3 の ごとく、 IFと四 の 幅の比の 増大に伴 っ て 、
「同化か ら対比へ の 色錯視量の より急激な変化を

示す群 （A ）コ と、 「同化を承 さず、対比量の変

化 も緩や かな群 （B ＞ 」 に分かれた 。 しか も、A
群の 2名は、図 1 の よ うな図形が、同化と対比の 見

えをもた らすこ と をよく理解 して お り、一方、B

群の 2名は、そ うした知識 を持たな い 、よ りナ イー

ヴな被験者であ っ た。それゆえ、この ような配置

の 図形に対する知識の差異 （A ： 豊富 ； B ： 貧弱）

が、両群の被験者に異なる 「把捉の 構え 」 をもた

らしたの ではない か とも考えられる。すなわち、

これ まで に も論 じられてきてい るtop−down的な把

捉態度 （後藤他，1994b，　 ig95）が、四 の幅の 広い

刺激条件で、A 群の観察者の 1名が報告 した 「透

明視的な見え」 とい っ た、認知的な変換を行わせ

たので はない か と見なされ得る。こ の 点に関 して

は、今後、被験者の数を増や して 、さらに検討を

続けて行 きたい と考えてい る。
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図 3 刺激図 形 に 対する知識墨 の 異なる観察者

　　（豊窟 ：A ，貧 困 ：B ）に おける，IFとTF の 幅の

　 比 の増大 に 搾う色錨視量 の 変化

　 （上 下の 棒は，それぞれ標準偏差を示 す）
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